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目指す新年度予算を可決

3
月
10
日
、
14
日
か
ら
16
日
の
4
日
間
、
予
算
決
算
委

員
会
で
令
和
4
年
度
予
算
案
を
審
査
し
、
3
月
22
日
の

本
会
議
最
終
日
に
全
て
の
予
算
を
可
決
し
ま
し
た
。

議
案
第
30
号
令
和
4
年
度
一
般
会
計
予
算
ほ
か
4
件

税
金
の
使
い
方
が
決
ま
り
ま
し
た

このようなことが決まりました
令和４年 第１回 定例会（3月2日～3月22日）

	 市長提出議案	 ３３件
	 議員提出議案	 ２件

令和4年第1回定例会を3月2日から3月22日まで開催しました。
令和4年度一般会計予算などを含む市長提出議案33件を、いずれも原案のとおり
同意・可決しました。
また、議員提出議案の決議案1件を全会一致で可決。意見書案1件は賛成多数で
可決となり、国の関係機関に送付しました。

▷関連4～10ページ

▽
関
連　
４
・
５
ペ
ー
ジ
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持続可能なまちづくりを

重
要
な
観
光
拠
点
で
あ
る
伊
良
湖
地
域
の
振
興
と
、
道

の
駅
の
機
能
回
復
の
た
め
、「
伊
良
湖
ク
リ
ス
タ
ル
ポ
ル

ト
」
の
取
得
経
費
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
第
35
号
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

議
案
第
28
号
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
９
号
）

「
伊
良
湖
ク
リ
ス
タ
ル
ポ
ル
ト
」

を
購
入
し
ま
す

農
業
経
営
活
性
化
事
業
等
を
含
む

一
般
会
計
補
正
予
算
を
可
決

施
設
園
芸
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
や
収
益
性
向
上
に
資
す

る
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
や
二
重
カ
ー
テ
ン
等
の
導
入
・
改
修

の
補
助
金
ほ
か
、
福
江
小
学
校
校
舎
の
長
寿
命
化
改
修

費
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。
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「
新
た
な
価
値
に
よ
り
、

　
　
　

  

未
来
へ
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
」
予
算

市
の
財
政
状
況
は
、
依
然
と
し
て
行
政
需
要
に
対
す
る
収

入
規
模
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
解
消
し
て
お
ら
ず
、
社
会
動
向

を
踏
ま
え
、
地
域
活
力
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
、
一
層
の

支
出
適
正
化
と
長
期
的
な
財
源
確
保
策
を
構
築
す
る
必
要
が

あ
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
令
和
4
年
度
予
算
編
成
は
、
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
先
行
き
が
不
透
明
な
状
況
な
が
ら
も
、「
総
合
計
画
第
16

期
実
施
計
画
」
に
掲
げ
る
施
策
を
着
実
に
推
進
さ
せ
つ
つ
、

地
域
の
魅
力
を
磨
き
、
社
会
基
盤
を
充
実
さ
せ
、
コ
ロ
ナ
後

の
新
し
い
社
会
を
見
据
え
た
取
り
組
み
を
展
開
す
る
た
め
の

「
新
た
な
価
値
に
よ
り
、
未
来
へ
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
」
予
算
案

が
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
の
重
点
施
策

　

総　額 430億5,902万円
（前年度比　+8億3,370万円）

一般会計予算 284億8,000万円
（前年度比　+8億5,000万円）

特別会計予算 89億8,648万円
（前年度比　+1億3,460万円）

企業会計予算 55億9,254万円
（前年度比　－1億5,090万円）

▪特別会計の内訳

国民健康保険特別会計 80億5,951万円

後期高齢者医療特別会計 9億2,698万円

▪企業会計の内訳

水道事業	 （収益的支出） 12億1,531万円

	 （資本的支出） 6億3,477万円

下水道事業	（収益的支出） 25億2,276万円

	 （資本的支出） 12億1,970万円

市長から、令和４年度の予算案が提出され、議長以外の全議員で構成する予算決算
委員会において、内容を審査しました。
審査の結果、全ての予算を可決し、令和４年度の税金の使い方が決まりました。

令和４年度予算審査

税金の使い方が決まりました

▽
予
算
決
算
委
員
会
で
の
審
査
は

8
・
9
ペ
ー
ジ

①
住
ん
で
み
た
い
・

	

　
訪
ね
て
み
た
い
ま
ち
づ
く
り

②
住
み
続
け
た
い
ま
ち
づ
く
り

③
未
来
に
つ
な
が
る
ま
ち
づ
く
り
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温泉を活用した観光振興
2,067万円

市内外への観光プロモーションなど
一体的な観光振興を実施

社会教育施設等の感染症対策
6,537万円

感染症リスク低減のための
トイレの洋式化と手洗いの自動水栓化

あかばねこども園の運営支援
1億7,875万円

新設の「あかばねこども園」
および「こがめルーム」の運営支援

持続可能な農業の実現のため、
ロボット技術やＩＣＴの活用を支援

自治会等のＩＣＴ化支援
305万円

地域コミュニティ連合会が行う
自治会等のＩＣＴ化実証実験を補助

高潮ハザードマップの作製
375万円

防災意識や避難の心構えを養うため、
ハザードマップを市民に配布

市街地への定住誘導施策
2,940万円
宅地開発を促進し、
市街地への居住を誘導

し尿処理施設の統合整備
3億3,627万円

し尿受入施設の受入開始に伴う
衛生センター（高松町）の解体撤去

令和４年度
主な事業

令和４年度の新規事業
を中心にご紹介します。

（万円未満四捨五入） スマート農業の推進
300万円
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議
案 

№
13

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

問	

分
館
移
転
を
高
松
保
育
園
と
し
た
の

は
、
先
見
の
明
を
も
っ
て
の
こ
と
か
。

答 

本
年
度
閉
園
す
る
高
松
保
育
園
は
、
大

久
保
町
の
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
と

連
携
し
や
す
い
位
置
に
あ
り
、
市
内
全

域
か
ら
通
い
や
す
い
場
所
で
あ
る
な

ど
、
将
来
的
な
視
点
を
踏
ま
え
移
転
先

と
し
た
。

問	

童
浦
校
区
は
、
今
後
子
ど
も
が
多
く
な

る
地
域
で
あ
る
が
、
人
口
に
比
例
し
て

分
館
の
利
用
者
が
多
く
な
る
こ
と
を
想

定
し
た
上
で
の
移
転
か
。

答 
人
口
動
向
を
踏
ま
え
た
移
転
で
は
な

く
、
利
用
者
の
通
い
や
す
さ
、
公
共
施

設
の
有
効
活
用
、
費
用
対
効
果
な
ど
総

合
的
に
判
断
し
た
。

（
3
／
9　
文
教
厚
生
委
員
会
）

議
案 

№
6

市
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

問	

育
児
休
業
に
係
る
研
修
を
、
今
後
ど
の

よ
う
に
実
施
し
て
い
く
の
か
。

答 

育
児
休
業
等
に
対
す
る
研
修
は
こ
れ
ま

で
も
行
っ
て
き
て
お
り
、
今
回
の
条
例

改
正
を
踏
ま
え
、
さ
ら
な
る
充
実
、
制

度
の
周
知
に
努
め
た
い
。

問	

男
性
の
職
員
も
育
児
休
業
を
取
得
し
て

い
る
と
聞
く
が
、
そ
の
取
得
経
験
を
生

か
し
研
修
の
講
師
を
務
め
て
も
ら
う
こ

と
は
考
え
ら
れ
る
か
。

答 

過
去
に
実
施
し
た
こ
と
が
あ
り
、
聴
講

し
た
職
員
か
ら
は
、
参
考
に
な
っ
た
、

具
体
的
で
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
か
っ
た
と

い
う
感
想
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
後

も
機
会
を
み
て
実
施
し
て
い
き
た
い
。

議
案 

№
23

伊
良
湖
温
泉
給
湯
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定

問	

一
般
社
団
法
人
渥
美
半
島
観
光
ビ
ュ
ー

ロ
ー
を
任
意
指
定
し
た
理
由
は
。

答 

長
年
、
本
市
の
観
光
振
興
を
牽
引
し
、

観
光
振
興
策
等
を
熟
知
す
る
市
内
唯
一

の
団
体
と
し
て
選
定
し
た
。

問	

指
定
管
理
期
間
を
3
年
と
定
め
た
理
由

は
。

答 

新
し
く
運
用
を
開
始
す
る
施
設
で
、
管

▪
令
和
４
年
第
１
回
定
例
会
議
案
一
覧

議
案
番
号

市
長
提
出
議
案

３
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任

（
山
本 
晴
樹 

氏
）

４
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
改
正

５
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

６
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

７
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
、
費
用
弁
償
及

び
期
末
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

８
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の
の
給
与
及

び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

９
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給
与
、
勤
務
時
間

そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

10
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

11
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

12
児
童
遊
園
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

13
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

14
公
共
駐
車
場
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

15
道
路
占
用
料
条
例
等
の
一
部
改
正

16
地
区
計
画
の
区
域
内
に
お
け
る
建
築
物
の

制
限
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

17
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条
例
の
一
部

改
正

18
新
た
に
土
地
が
生
じ
た
こ
と
の
確
認

19
公
有
水
面
の
埋
立
て
に
伴
う
字
の
区
域
の

変
更

20
愛
知
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
を
組

織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少
及
び

愛
知
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
規
約

の
変
更

21
財
産
の
無
償
譲
渡

24
市
道
路
線
の
認
定

25
市
道
路
線
の
変
更

指
定
管
理
者
の
指
定

22
セ
ン
ト
フ
ァ
ー
レ
駐
車
場

（
株
式
会
社
あ
つ
ま
る
タ
ウ
ン
田
原
）

23
伊
良
湖
温
泉
給
湯
施
設
（
一
般
社
団
法
人

渥
美
半
島
観
光
ビ
ュ
ー
ロ
ー
）

26
池
ノ
原
会
館
（
公
益
財
団
法
人
崋
山
会
）

27
崋
山
会
館
（
公
益
財
団
法
人
崋
山
会
）

令
和
３
年
度
補
正
予
算

28
一
般
会
計
（
第
９
号
）

29
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
（
第
１
号
）

令
和
４
年
度
予
算

30
一
般
会
計

31
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

32
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

33
水
道
事
業
会
計

34
下
水
道
事
業
会
計

▪
追
加
議
案

議
案
番
号

市
長
提
出
議
案

35
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

(

第
１
号)

議
案
番
号

議
員
提
出
議
案

1議決
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵

略
を
非
難
す
る
決
議

1書見意
地
方
た
ば
こ
税
を
活
用
し
た
分
煙
環
境
整

備
に
関
す
る
意
見
書

※
議
案
番
号
欄
が
白
の
議
案
は
、賛
否
が
分
か

れ
た
議
案
で
す
。

▪
請
願

1
ガ
ソ
リ
ン
及
び
軽
油
価
格
に
対
す
る
補
助

金
増
額
を
求
め
る
請
願
書

議案に対する
委員会・本会議での

質疑・意見です

主な質疑
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理
運
営
の
実
績
が
な
い
状
況
の
た
め
、

長
期
の
5
年
で
は
な
く
3
年
と
し
た
。

問	
直
営
に
よ
る
管
理
方
法
は
検
討
し
た

か
。

答 

事
前
に
検
討
し
た
が
、
指
定
管
理
を
行

う
こ
と
で
、
人
的
負
担
等
の
縮
減
、
民

間
活
力
に
よ
る
温
泉
利
用
者
へ
の
サ
ー

ビ
ス
向
上
な
ど
、
よ
り
安
定
的
・
効
果

的
な
運
営
が
期
待
で
き
る
た
め
、
今
回

は
指
定
管
理
と
し
た
。

（
3
／
9　
総
務
産
業
委
員
会
）

議
案 

№
28

令
和
3
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
9
号
）

地
方
交
付
税

問	

今
後
も
普
通
交
付
税
を
確
保
す
る
た
め

に
、ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
す
る
か
。

答 

国
が
現
在
進
め
て
い
る
施
策
に
合
致
す

る
事
業
は
手
厚
く
交
付
税
措
置
が
行
わ

れ
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
進

め
る
。

議
案 

№
30

令
和
4
年
度
一
般
会
計
予
算

臨
時
財
政
対
策
債

問	

大
幅
な
増
額
を
見
込
ん
だ
理
由
は
。

答 

令
和
3
年
度
の
法
人
市
民
税
減
少
な
ど

の
影
響
に
よ
り
、
交
付
税
算
定
上
の
収

入
が
減
少
す
る
た
め
、
普
通
交
付
税
の

交
付
額
と
と
も
に
増
額
す
る
と
見
込
ん

で
い
る
。

防
犯
啓
発
・
地
域
巡
回
事
業

問	

特
殊
詐
欺
対
策
装
置
の
購
入
費
補
助
の

創
設
経
緯
は
。

答 

愛
知
県
警
で
特
殊
詐
欺
対
応
型
の
機
器

の
効
果
が
実
証
さ
れ
て
お
り
、
デ
ジ
タ

ル
機
器
を
市
民
の
安
心
・
安
全
に
活
用

し
て
い
く
観
点
か
ら
創
設
し
た
。

総
合
計
画
推
進
事
務

問	
総
合
計
画
策
定
の
進
め
方
は
。

答 
令
和
4
年
度
・
5
年
度
の
2
カ
年
で
策

定
を
予
定
し
て
お
り
、
4
年
度
は
委
託

業
者
の
選
定
、市
民
意
識
調
査
の
実
施
、

審
議
会
の
設
置
等
を
予
定
し
て
い
る
。

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
推
進
事
業

問	

ホ
テ
ル
等
の
宿
泊
施
設
を
利
用
し
て
お

試
し
移
住
支
援
事
業
を
行
う
理
由
は
。

答 

実
証
的
に
行
う
上
で
、
で
き
る
限
り
整

備
費
等
を
か
け
ず
、
参
加
者
が
宿
泊
場

所
を
自
由
に
選
択
で
き
る
よ
う
に
す
る

た
め
。

問	

レ
ン
タ
カ
ー
の
利
用
料
を
補
助
す
る
狙

い
は
。

答 

市
域
が
広
く
特
徴
的
な
ス
ポ
ッ
ト
が
点

在
し
て
い
る
た
め
、
レ
ン
タ
カ
ー
を
気

軽
に
借
り
ら
れ
る
環
境
を
整
え
る
こ
と

で
、
周
遊
を
促
し
、
魅
力
の
発
見
、
そ

の
先
の
土
地
・
住
居
探
し
に
つ
な
が
れ

ば
と
考
え
た
。

雇
用
推
進
事
業

問	

た
は
ら
企
業
フ
ェ
ア
の
内
容
は
。

答 

人
材
、
担
い
手
の
確
保
、
人
口
流
出
防

止
の
た
め
、
バ
ー
チ
ャ
ル
空
間
に
会
場

を
設
け
、
市
内
の
魅
力
あ
る
企
業
の
紹

介
、
担
当
者
か
ら
の
説
明
を
受
け
る
も

の
。
令
和
4
年
度
は
中
学
・
高
校
と
連

携
し
な
が
ら
の
実
施
を
考
え
た
い
。

中
小
企
業
活
性
化
推
進
事
業

問	

渥
美
半
島
た
は
ら
ブ
ラ
ン
ド
の
冊
子
作

成
の
効
果
は
。

答 

様
々
な
場
面
で
配
布
す
る
こ
と
で
、
本

市
の
魅
力
あ
る
地
域
ブ
ラ
ン
ド
商
品
や

市
自
体
の
知
名
度
向
上
、
各
商
品
の
販

売
拡
大
に
高
い
効
果
が
あ
る
と
考
え

る
。
ま
た
、
新
た
に
渥
美
半
島
た
は
ら

ブ
ラ
ン
ド
プ
レ
ミ
ア
ム
冊
子
を
作
成

し
、
よ
り
情
報
発
信
力
の
向
上
に
つ
な

げ
る
。（

3
／
10　
予
算
決
算
委
員
会
）

結
婚
支
援
事
業

問	

独
身
男
女
に
触
れ
合
い
の
場
を
提
供
す

る
た
め
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
実

施
し
て
い
く
の
か
。

答 

結
婚
相
談
所
ふ
れ
あ
い
相
談
セ
ン
タ
ー

を
活
用
し
、
感
染
症
対
策
を
実
施
し
た

上
で
、
出
会
い
イ
ベ
ン
ト
等
を
実
施
す

る
。
感
染
状
況
に
よ
っ
て
は
、
オ
ン
ラ

イ
ン
で
の
婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー
や
結
婚
相

談
会
を
実
施
し
て
い
く
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
繰
出
事
務

問	

愛
知
県
下
の
保
険
料
統
一
の
動
き
は
一

般
会
計
の
繰
出
金
に
影
響
が
出
て
く
る

と
思
う
が
現
在
の
状
況
は
。

答 

各
市
と
の
議
論
は
進
め
て
い
る
が
、
県

内
同
一
の
保
険
料
と
す
る
時
期
は
ま
だ

示
さ
れ
て
い
な
い
。

問	

法
定
外
繰
出
金
の
考
え
方
は
。

答 

市
の
被
保
険
者
は
変
動
の
大
き
い
事
業

所
得
が
主
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
被
保

険
者
に
過
度
な
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う

に
税
率
改
正
や
県
の
財
政
安
定
化
基
金

の
活
用
と
と
も
に
検
討
し
な
が
ら
安
定

的
な
運
用
を
行
う
。
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介
護
人
材
確
保
対
策
事
業

問	
介
護
従
事
者
の
就
職
の
奨
励
金
を
1
人

あ
た
り
5
万
円
と
し
た
根
拠
は
。

答 

入
学
補
助
金
10
万
円
を
合
わ
せ
る
と
田

原
福
祉
グ
ロ
ー
バ
ル
専
門
学
校
の
入
学

金
と
同
額
と
な
り
、
入
学
金
の
経
済
的

負
担
感
を
緩
和
で
き
る
よ
う
学
生
確
保

と
人
材
確
保
の
両
面
か
ら
設
定
し
た
。

問	

奨
学
金
の
効
果
を
ど
の
よ
う
に
確
認
す

る
の
か
。

答 

学
生
確
保
の
状
況
や
市
内
就
職
者
の
状

況
を
注
視
す
る
と
と
も
に
学
校
を
通
じ

て
学
生
の
意
見
を
聞
く
な
ど
す
る
。

介
護
予
防
普
及
啓
発
事
業

問	

新
た
に
作
る
ご
当
地
体
操
を
ど
う
広
め

る
の
か
。

答 

健
康
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー
の
活
動
の
中
で

広
め
て
い
き
た
い
。
ま
た
作
成
し
た
Ｄ

Ｖ
Ｄ
を
自
主
サ
ロ
ン
等
の
グ
ル
ー
プ
に

無
料
配
布
す
る
こ
と
も
考
え
て
い
る
。

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

問	

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
、
ど
の
よ
う
な
情

報
を
発
信
す
る
の
か
。

答 

保
育
所
の
入
園
手
続
き
に
関
す
る
こ

と
、一
時
預
か
り
事
業
、子
育
て
情
報
、

イ
ベ
ン
ト
情
報
等
様
々
な
情
報
を
発
信

し
て
い
く
。

た
は
ら
エ
コ
・
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
構
想
推
進

事
業

問	

令
和
4
年
度
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導

入
目
標
策
定
を
行
う
理
由
は
。

答 

市
町
村
に
お
け
る
策
定
は
努
力
義
務
だ

が
、
た
は
ら
エ
コ
・
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ

実
現
の
た
め
に
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
活
用
が
重
要
で
あ
り
、
導
入
促

進
に
は
必
要
で
あ
る
た
め
。

担
い
手
支
援
事
業

問	

新
規
就
農
者
育
成
総
合
対
策
事
業
補
助

金
の
対
象
は
。

答 
49
歳
以
下
で
、
令
和
4
年
度
新
た
に
農

業
経
営
を
開
始
す
る
認
定
新
規
就
農

者
。
県
が
作
成
す
る
目
標
や
方
針
に

沿
っ
た
取
り
組
み
計
画
に
応
じ
た
事
業

採
択
方
式
で
、
初
期
投
資
的
な
経
費
を

対
象
と
し
、
本
人
負
担
分
は
融
資
を
受

け
て
い
る
こ
と
。

農
業
経
営
活
性
化
事
業

問	

ス
マ
ー
ト
農
業
推
進
補
助
金
の
対
象
器

具
は
。

答 

農
林
水
産
省
が
取
り
ま
と
め
た
ス
マ
ー

ト
農
業
技
術
カ
タ
ロ
グ
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
も
の
の
う
ち
、
機
械
や
シ
ス
テ
ム

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
と
な
る
。

問	

補
助
金
額
上
限
が
10
万
円
で
は
少
な
い

の
で
は
。

答 

よ
り
幅
広
い
農
家
に
様
々
な
ス
マ
ー
ト

化
の
技
術
導
入
が
進
む
こ
と
で
、
地
域

全
体
へ
の
普
及
に
結
び
付
け
た
い
。

漁
業
者
団
体
支
援
事
業

問	

産
地
偽
装
問
題
の
背
景
に
は
漁
業
者
の

厳
し
い
経
営
状
況
が
あ
る
が
、
漁
業
者

を
支
援
し
て
経
営
の
安
定
化
を
図
っ
て

い
く
取
り
組
み
は
。

答 

県
と
協
力
し
、
水
産
多
面
的
機
能
発
揮

対
策
事
業
等
に
よ
り
漁
業
環
境
の
改
善

に
継
続
し
て
取
り
組
む
と
と
も
に
、
令

和
4
年
度
は
ノ
リ
の
品
質
向
上
に
向

け
、
渥
美
漁
業
協
同
組
合
が
行
う
金
属

検
出
器
の
導
入
を
支
援
し
て
い
く
。

問	

水
産
物
の
付
加
価
値
向
上
に
向
け
た
取

り
組
み
支
援
は
ど
の
程
度
可
能
か
。

答 

提
案
が
あ
れ
ば
水
産
ア
イ
デ
ア
支
援
補

助
金
等
に
よ
り
支
援
が
可
能
に
な
っ
て

い
る
。（

3
／
14　
予
算
決
算
委
員
会
）

道
路
管
理
事
務

問	

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
を
用
い
た
道
路

点
検
Ａ
Ｉ
シ
ス
テ
ム
の
具
体
的
な
利
用

方
法
は
。

答 

道
路
点
検
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ
り
公

用
車
な
ど
か
ら
広
域
な
路
面
状
態
の

デ
ー
タ
を
自
動
的
に
収
集
し
、
損
傷
箇

所
を
地
図
上
に
可
視
化
す
る
こ
と
で
速

や
か
に
道
路
修
繕
等
に
つ
な
げ
て
い
く
。

都
市
計
画
推
進
事
業

問	

宅
地
建
物
取
引
業
者
へ
の
民
間
宅
地
開

発
等
奨
励
金
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

工
事
が
対
象
に
な
る
の
か
。

答 

宅
地
開
発
後
、
市
に
財
産
帰
属
す
る
こ

と
に
な
る
道
路
の
側
溝
や
舗
装
、
上
下

水
道
の
本
管
、
下
水
道
の
宅
地
へ
の
引

き
込
み
管
の
整
備
費
が
交
付
対
象
。

公
共
駐
車
場
管
理
運
営
事
業

問	

田
原
駅
南
公
共
駐
車
場
で
使
用
で
き
る

交
通
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の
種
類
は
。

答 

マ
ナ
カ
や
ト
イ
カ
な
ど
約
10
社
の
主
要

な
交
通
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の
使
用
を
想
定

し
て
い
る
。
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災
害
対
策
事
業

問	
新
規
で
作
成
す
る
高
潮
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
は
高
潮
の
情
報
の
み
対
象
と
し
て
い

る
の
か
。

答 

高
潮
に
加
え
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
、
河

川
の
浸
水
予
想
、
公
共
施
設
や
避
難
場
所

の
位
置
、
風
水
害
に
関
す
る
知
識
や
避
難

行
動
に
役
立
つ
情
報
な
ど
を
盛
り
込
む
予

定
。

防
災
備
蓄
資
機
材
等
管
理
事
業

問	

各
避
難
所
に
は
燃
油
に
よ
る
自
家
発
電

機
が
あ
る
が
、
新
た
に
可
搬
型
給
電
器

を
整
備
す
る
必
要
性
は
。

答 

キ
ャ
ス
タ
ー
付
き
で
持
ち
運
び
が
容
易

な
こ
と
、
電
動
車
さ
え
あ
れ
ば
電
力
供

給
が
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
自
家
発

電
機
を
補
完
し
、
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
の

活
用
が
想
定
さ
れ
る
た
め
。

童
浦
小
学
校
整
備
事
業

問	

事
業
目
的
で
あ
る
教
育
環
境
の
充
実
を

ど
の
よ
う
に
図
る
の
か
。

答 

手
狭
に
な
っ
た
体
育
館
の
改
築
、
校
舎

等
の
機
能
回
復
や
機
能
充
実
、
追
加
を

含
め
た
長
寿
命
化
改
修
を
行
う
。

問	

設
計
を
進
め
る
に
当
た
り
、
具
体
的
に

ど
の
よ
う
な
点
に
配
慮
す
る
の
か
。

答 

体
育
館
は
ア
リ
ー
ナ
の
面
積
拡
大
や
体

育
器
具
の
更
新
、
ト
イ
レ
や
手
洗
い
場

の
衛
生
環
境
の
向
上
、
ま
た
児
童
ク
ラ

ブ
の
併
設
や
避
難
所
と
し
て
の
防
災
機

能
の
追
加
等
に
配
慮
す
る
。

図
書
館
運
営
事
業

問	

図
書
館
が
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
（
情
報

格
差
）
解
消
に
取
り
組
む
意
義
は
。

答 

図
書
館
は
市
民
が
気
軽
に
立
ち
寄
る
こ

と
が
で
き
る
施
設
で
あ
り
、
無
料
Ｗ
ｉ

Ｆ
ｉ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
借
り
る
こ

と
が
で
き
る
。
ま
た
、
専
門
の
職
員
に

よ
る
図
書
の
案
内
な
ど
を
受
け
ら
れ
る

た
め
。

白
谷
海
浜
公
園
陸
上
競
技
場
運
営
事
業

問	

陸
上
競
技
場
走
路
修
繕
工
事
は
具
体
的

に
は
ど
の
よ
う
な
修
繕
か
。

答 

経
年
劣
化
で
傷
ん
だ
走
路
合
成
ゴ
ム
舗

装
の
張
り
替
え
で
あ
り
、
施
工
個
所
は

9
カ
所
、
面
積
は
約
90
平
方
メ
ー
ト
ル

の
予
定
。
使
用
で
き
な
い
期
間
は
約
1

カ
月
を
想
定
し
て
い
る
。

（
3
／
15　
予
算
決
算
委
員
会
）

議
案 

№
31

令
和
4
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

問	

保
険
給
付
費
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
影
響
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
算

定
し
た
か
。

答 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
医
療
費

の
自
己
負
担
額
は
国
の
負
担
だ
が
、
そ

れ
以
外
は
他
の
保
険
診
療
と
同
様
、
保

険
者
の
負
担
で
あ
る
た
め
、
コ
ロ
ナ
の

影
響
の
な
い
年
を
含
め
5
年
間
の
伸
び

率
等
を
参
考
に
積
算
し
た
。

問	

被
保
険
者
は
年
々
減
少
し
て
い
る
の
に

保
険
給
付
費
が
増
加
し
て
い
る
理
由

は
。

答 

1
人
当
た
り
の
医
療
費
が
高
額
と
な
る

65
歳
以
上
の
割
合
が
増
加
し
て
い
る
た

め
。

議
案 

№
33

令
和
4
年
度
水
道
事
業
会
計
予
算

問	

営
業
損
失
が
出
て
い
る
こ
と
は
改
善
す

べ
き
こ
と
だ
と
思
う
が
、
水
道
料
金
の

改
定
の
考
え
は
。

答 
営
業
損
失
は
、
平
成
26
年
度
以
降
継
続

し
て
い
る
状
態
で
、
改
善
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
、
水
道
料
金
は
、
令
和

一
桁
台
後
半
に
改
定
を
見
込
ん
で
い
る
。

（
3
／
16　
予
算
決
算
委
員
会
）

議
案 

№
35

令
和
4
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
1
号
）

問	

ク
リ
ス
タ
ル
ポ
ル
ト
取
得
に
当
た
り
、

財
政
調
整
基
金
を
繰
り
入
れ
し
て
い
る

が
、
国
や
県
の
支
援
の
見
込
み
は
。

答 

愛
知
県
等
と
調
整
を
進
め
て
い
る
状
況

で
あ
り
、
国
・
県
の
補
助
制
度
を
含
め

最
大
限
財
源
確
保
に
努
め
る
。

問	

施
設
改
修
工
事
設
計
業
務
の
内
容
は
。

答 

事
前
調
査
、
基
本
設
計
お
よ
び
実
施
設

計
で
あ
り
、
建
築
の
改
修
工
事
、
電
気

設
備
工
事
、
機
械
お
よ
び
外
溝
工
事
等

を
算
出
す
る
た
め
の
内
容
と
な
っ
て
い

る
。

問	

設
計
は
い
つ
頃
完
了
の
見
込
み
か
。

答 

工
期
と
し
て
は
、
令
和
4
年
4
月
か
ら

12
月
ま
で
の
予
定
。

（
3
／
22　
予
算
決
算
委
員
会
）
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請
願
第
1
号

ガ
ソ
リ
ン
及
び
軽
油
価
格
に
対
す
る
補
助
金

増
額
を
求
め
る
請
願
書

	

反
対
（
内
藤
浩
）	

請
願
提
出
時
の
原
油
高
騰
状
況
と
現
在
で
は

状
況
が
激
変
し
て
お
り
、
委
員
会
で
議
論
と

な
っ
た
燃
料
油
価
格
激
変
緩
和
補
助
金
に
つ

い
て
は
、
燃
料
油
価
格
抑
制
制
度
を
発
動
中

で
、
補
助
額
は
上
限
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。

世
界
的
な
戦
争
・
災
害
に
よ
る
資
源
危
機
の

対
応
は
市
民
を
対
象
に
何
が
で
き
る
の
か
、

今
は
国
、
県
、
市
そ
れ
ぞ
れ
が
対
応
で
き
る

こ
と
に
注
力
す
る
も
の
と
考
え
る
。

	

賛
成
（
廣
中
清
介
）	

国
の
動
き
も
承
知
し
て
い
る
が
、
世
界
情
勢

は
一
層
不
安
定
化
し
て
お
り
、
原
油
価
格
の

さ
ら
な
る
高
騰
は
避
け
ら
れ
な
い
と
考
え
る
。

車
に
頼
る
方
が
多
い
半
島
内
の
交
通
利
便
性

を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
燃
料
代
が
コ
ス
ト

に
直
結
す
る
農
業
・
漁
業
等
の
地
場
産
業
を

守
り
、
そ
れ
に
よ
り
全
国
の
田
原
市
産
品
の

消
費
を
守
る
た
め
に
も
、
補
助
金
増
額
を
求

め
る
意
見
書
を
国
に
届
け
る
べ
き
で
あ
る
。

意
見
書
案
第
1
号

地
方
た
ば
こ
税
を
活
用
し
た
分
煙
環
境
整
備

に
関
す
る
意
見
書

	

反
対
（
岡
本
重
明
）	

本
意
見
書
は
、
健
康
増
進
法
の
一
部
改
正
を

求
め
る
こ
と
で
対
応
が
可
能
で
あ
る
。
そ
の

上
、
個
人
の
営
業
方
針
に
よ
っ
て
対
応
で
き

る
部
分
を
含
ん
で
い
る
。
ま
た
、
請
願
・
陳

情
に
対
す
る
議
会
と
し
て
の
審
査
の
軸
足
が

定
ま
っ
て
い
な
い
。
よ
っ
て
、
本
意
見
書
の

提
出
に
反
対
す
る
。

	
賛
成
（
中
神
靖
典
）	

望
ま
な
い
受
動
喫
煙
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

一
方
で
、た
ば
こ
は
合
法
な
嗜
好
品
で
あ
る
。

た
ば
こ
排
除
の
考
え
を
捨
て
、
共
存
を
是
と

し
、
喫
煙
場
所
整
備
へ
の
助
成
制
度
創
設
、

公
共
喫
煙
場
所
整
備
へ
の
地
方
た
ば
こ
税
を

活
用
し
た
制
度
整
備
は
、
少
数
者
を
排
除
し

な
い
多
様
性
の
あ
る
社
会
へ
の
試
金
石
と
見

な
さ
れ
る
。

■
意
見
書
を
送
付
し
ま
し
た

▽
地
方
た
ば
こ
税
を
活
用
し
た
分
煙
環
境
整

備
に
関
す
る
意
見
書

　
愛
知
県
飲
食
生
活
衛
生
同
業
組
合
田
原

支
部
、
田
原
市
内
た
ば
こ
耕
作
者
な
ど
か

ら
の
陳
情
を
受
け
、
３
月
９
日
の
総
務
産

業
委
員
会
で
審
査
し
、
賛
成
多
数
で
採
択

さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
意
見
書
案
を
３
月
22
日
の
本
会
議

に
お
い
て
賛
成
多
数
で
可
決
し
、
内
閣
総

理
大
臣
、
総
務
大
臣
な
ど
に
送
付
し
ま
し

た
。

※
内
容
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
も
ア
ク

セ
ス
可
能
で
す
。）

■
請
願
を
審
査
し
ま
し
た

▽
ガ
ソ
リ
ン
及
び
軽
油
価
格
に
対
す
る
補
助

金
増
額
を
求
め
る
請
願
書

　
野
副
博
文
氏
か
ら
の
請
願
を
受
け
、
総

務
産
業
委
員
会
で
の
審
査
後
、
本
会
議
で

採
決
し
た
結
果
、
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

（
紹
介
議
員  

岡
本
重
明
）

賛否が分かれた請願・意見書

番号 請願・意見書名
結　果

（賛成:反対）

請願1 ガソリン及び軽油価格に対する補助金増
額を求める請願書

不採択
（2：15） ◦× ×◦ × × × × × × × × × × × × × －

意見書1 地方たばこ税を活用した分煙環境整備に
関する意見書

可決
（16：1） ×◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦ －

〇…賛成　×…反対　−…議長は議決に加わらない

岡
本
　
重
明

赤
尾
　
昌
昭

鈴
木
　
和
基

廣
中
　
清
介

古
川
　
美
栄

長
神
　
隆
士

内
藤
喜
久
枝

辻
　
　
史
子

小
川
　
貴
夫

岡
本
　
禎
稔

平
松
　
昭
徳

太
田
由
紀
夫

内
藤
　
　
浩

村
上
　
　
誠

仲
谷
　
政
弘

中
神
　
靖
典

大
竹
　
正
章

森
下
田
嘉
治

請願、意見書に
対する本会議での

賛成・反対の
表明です

討　論
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議
会
活
動
状
況　
　
令
和
3
年

本
会
議

定 例 会 4回　（会期日数 82日、会議日数 16日）

臨 時 会 2回　（会期日数 2日、会議日数 2日）

一 般 質 問
代表質問：延べ日数 1日、延べ人数 2人

個人質問：延べ日数 8日、延べ人数 31人

傍 聴 者 数 18人

議 会 運 営 委 員 会  14回 同協議会 15回

総 務 産 業 委 員 会  5回 （付託議案件数　21件） 同協議会 7回

文 教 厚 生 委 員 会  5回 （付託議案件数　17件） 同協議会 9回

予 算 決 算 委 員 会  12回 （付託議案件数　19件） 行政評価勉強会 2回

広 報 広 聴 委 員 会  10回 編集会議 8回 同協議会 9回

全 員 協 議 会  1回

新型コロナウイルス
対策検討特別委員会  2回 同協議会 7回

行 政 視 察
※ 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止

議 員 研 修 会

委 員 長 会 議  5回

市 内 視 察  2回 （総務産業委員会 1回、文教厚生委員会 1回）

勉 強 会 等  6回 （総務産業委員会 2回、文教厚生委員会 2回、広報広聴委員会 2回）

議案件数
（令和3年）

条　例 16件 予　算 14件 決　算 6件
選　挙 0件 推　薦 3件 その他 21件
意見書 3件 請　願 2件 陳　情 9件
決　議 0件 報　告 15件 専　決 1件

令和3年　議会活動状況の報告
　令和3年は、定例会を3月、6月、9月、12月に開催し、臨時会を2月、4月に開催しました。また、必要に
応じて委員会を開催し、議案審査などを行いました。こうした1年間の議会活動の概要を報告します。

（令和3年1月1日～令和3年12月31日）

■
決
議
し
ま
し
た

▽
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵

略
を
非
難
す
る
決
議

　
3
月
22
日
の
本
会
議
に
お
い
て
全
会
一

致
で
可
決
し
ま
し
た
。

※
内
容
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
も
ア
ク

セ
ス
可
能
で
す
。）



ここが聞きたい 般一 質 問

12田原市議会だより 第84号（2022年4月）

動画へ
GO

問 	 行政は社会、経済の動向へ柔軟に対応しつつも、
大きなビジョンに向かい邁

まい

進しなくてはならない
と考えるが、今後の展望への基礎的な考え方は。

答  本市を支える農業、漁業、工業、商業など基幹産
業の振興が必須となる。中でも、本市における重
要な観光拠点である伊良湖地区を重点的に整備す
ることで、吸引力のあるエリアとして人を集め、
人と経済効果を市内全体へ波及させ、経済の好循
環を生み出していきたいと考えている。

問 	 社会構造の変化に戦略的に対応し、地域産業の回
復を目指す施策を着実に推進する上で、中長期に
わたる財政計画、投資計画の必要性と歳入確保へ
の取り組み、全市的な事業見直しが強く求められ
ると考えるが、今回の予算編成にどのように生か
されているのか。

答  総合計画の実施計画において、向こう3カ年に取
り組むべき主な事業を整理し、長期的な展望に立
ち予算を編成したことで、投資的経費など必要な
予算の確保ができたと考えている。企業立地や地
域産業の育成につながる事業に予算を配分し、将

令和４年度施政方針について

来に向けた安定的な税収を確保するとともに、国・
県の政策に基づく補助金制度などを積極的に活用
していく。また、市民目線により事業の必要性や
優先度を考慮するとともに、より効果的な実施方
法を検討するなど、全ての事業について、ゼロベー
スで見直しを行った。

問 	 予算大綱の中の3つの重点施策に基づき、それら
を推進する事業を選択したと考えるが、意図する
方策、その中でも重視している取り組みは。

答  「住んでみたい・訪ねてみたいまちづくり」では、
市全体の活性化に寄与するよう、伊良湖温泉を起
爆剤として活用し、「住み続けたいまちづくり」
では、最優先として新型コロナウイルス感染症の
ワクチン接種を迅速に進めるとともに、教育環境
の充実や子育て支援などについて、さらに力を入
れて取り組んでいく。「未来につながるまちづく
り」では、新たな価値として、地域全体の活性化
に向け、あらゆる分野におけるデジタル技術の活
用と脱炭素社会の実現を目指した取り組みをス
タートさせていく。

自由民主党田原市議団
大竹  正章市の活性化のため、伊良湖温泉を起爆剤として活用していく

重点施策を推進する中で重視している
取り組みは

代表質問

ここが聞きたい

一般質問
　一般質問とは、議員が自身の考えや市民の皆さんの声をもとに
市の行財政全般について方針や執行状況などを質問することです。



13

ここが聞きたい 般一 質 問

田原市議会だより 第84号（2022年4月）

問 	 予算編成時において、一層の支出適正化と長期的
な財源確保策の構築にどのように取り組んだか。

答  支出の適正化については、全ての事業について事
業精査、優先順位を検討し、ゼロベースでの見直
しを行い適正化に取り組んでいる。長期的な財源
確保策としては、税収の確保が第一で、企業立地
のみならず地場産業を育成・支援することは、地
域経済の発展や市民の雇用環境の充実につなが
り、個人分の税収にも好影響があると捉えている。

問 	 新たな観光資源として開発した伊良湖温泉を、伊
良湖地区や市全体に生かすためのビジョンは。

答  温泉資源を起爆剤として、豊かな自然や食、アク
ティビティなどの地域資源を結びつけたウェルネ
スツーリズム(※1)に取り組むなど渥美半島全体
の活性化につなげていく。

問 	 ＭａａＳ(※2)の積極的な活用やＣＡＳＥ(※3)の
社会実験の支援で、新たな公共交通の確立が必要
になると思うが、どう考えるか。

答  様々な交通手段を使って、より効率的・経済的に

移動を実現するＭａａＳについては、令和3年度
にコミュニティバスのバス停の位置や時刻表を
オープンデータとして整備し、第一歩を踏み出し
た。また、ＣＡＳＥについては、今後の社会動向
を注視していきたいと考えている。

問 	 たはらゼロカーボンシティでの自動車の電動化へ
の対応について、どのように考えるか。

答  自動車から排出される温室効果ガスを削減する必
要があるため、電気自動車や水素を燃料とする燃
料電池自動車等の電動車の普及を促進していく。
電動車の普及に伴い、充電器等のインフラ設備も、
事業者と協力しながら普及を促進していく。

令和４年度施政方針について

※1 ウェルネスツーリズム
自然豊かな地域を訪れ、自然や温泉、料理を味わい、
心身ともに癒され、健康を回復、増進、保持する新
しい観光形態

※2 ＭａａＳ
公共交通等の移動サービスを最適に組み合わせて検
索・予約・決済等を一括で行うサービス

※3 ＣＡＳＥ
自動車の次世代のあるべき姿を表した、コネクティッ
ド(Ｃ)、自動運転(Ａ)、シェアリング(Ｓ)、電動化(Ｅ)
の頭文字を取った造語

全事業の精査、優先順位を検討し、ゼロベースの見直しを行う

一層の支出適正化にどう取り組んだか
代表質問

動画へ
GO

代表質問 Ｐ 12 自由民主党田原市議団　大竹正章　令和4年度施政方針について
Ｐ 13 市民クラブ　　　　　　平松昭徳　令和4年度施政方針について	

個人質問 Ｐ 14 辻󠄀　　史子 帯状疱疹ワクチンについて
がん患者のアピアランスケア支援について
保育施設・小中学校手洗い場の自動水栓化について
デジタル弱者への取り組みについて

Ｐ 14 村上　　誠 地域コミュニティによるまちづくりについて
Ｐ 15 岡本　禎稔 地域ブランド力の向上とシティセールスの推進について
Ｐ 16 内藤　　浩 医療的ケア児に対する支援について
Ｐ 16 廣中　清介 「崋山劇」と「ふるさと教育」について
Ｐ 17 小川　貴夫 市内の高等学校との協力体制について

小中学校の部活動について
Ｐ 18 内藤喜久枝 たはら農業プランについて
Ｐ 19 岡本　重明 まちづくりについて

市民クラブ
平松  昭徳
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動画へ
GO

動画へ
GO

自由民主党田原市議団 
大竹  正章
長神  隆士
中神  靖典
岡本  禎稔
村上  誠

古川  美栄
太田  由紀夫
仲谷  政弘

森下  田嘉治
内藤  喜久枝
鈴木  和基
内藤  浩

 

市民クラブ

平松  昭徳
赤尾  昌昭

無派不撓クラブ

廣中清介

みんなの党愛知

岡本  重明

自由クラブ 

小川  貴夫

公明党田原市議団
辻  史子

問 	 ワクチン接種の費用助成についての考えは。
答  対象者が50歳以上の希望者と幅広く、不活化ワク

チンの場合は費用も高額となるため、市民ニーズ
の確認や、近隣の先進自治体の制度などを調査・
研究していく必要があるものと考えている。

問 	 ウィッグや医療用補整下着などは健康保険の対象
外で、数万円から数十万円かかる。がんになって
も社会で活躍できるように支援が必要である。が
ん患者のアピアランスケア支援への考えは。

答  がん治療による外見の変化は、社会生活を送る上
で、苦痛を感じることが予想される。今後、制度
の仕組みや対象者数などについて調査し、検討し
ていきたい。

がん患者のアピアランスケア支援について

問 	 感染症対策を踏まえ、今後の保育施設や小中学校
の施設における手洗い場の自動水栓などの整備の
考え方は。

答  屋内トイレに加え、他の手洗い場についても設置
場所や利用用途等を考慮し、自動水栓やプッシュ
式・レバー式なども採用し、施設の大規模改修や
様々な修繕機会を通じ、必要な整備を進めていく。

問 	 高齢者がデジタル化の恩恵にあやかり、自らの幸
福度を高める活動の支援が必要である。スマホ教
室などが行われているが、デジタル活用支援の今
後の展開は。

答  地域開催の取組を活性化するとともに、県の高齢
者デジタルサポーター事業研修を終了したボラン
ティアの協力も得て、興味を持ってもらえる内容
をテーマに教室などを開催し、高齢者のデジタル
活用の機会、きっかけづくりに取り組んでいく。

保育施設・小中学校手洗い場の自動水栓化について

デジタル弱者への取り組みについて

帯状疱疹ワクチンについて

制度の仕組みや対象者数などについて調査し、検討していく

がん患者のアピアランスケア(※)支援への
考えは

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

問	

市
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
取
り
組
ん

で
き
た
か
。

答 

条
例
に
よ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
位
置
付
け
の
明
確
化
、
市

民
館
の
整
備
、
市
職
員
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
、
補
助
金
や
ま

ち
づ
く
り
推
進
計
画
策
定
の
支
援
な
ど
、
地
域
要
望
に
配
慮
し

な
が
ら
活
動
支
援
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
ま
た
、
地
域
側
は
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
連
合
会
が
発
足
し
、
全
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
連

携
体
制
が
構
築
さ
れ
た
。
研
究
会
な
ど
共
通
課
題
の
解
決
に
向

け
て
の
対
応
や
地
域
要
望
書
の
取
り
ま
と
め
な
ど
、
継
続
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

問	

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ご
と
に
作
成
さ
れ
た
「
ま
ち
づ
く
り
推
進

計
画
」
の
策
定
効
果
は
。

答 

継
続
し
て
課
題
に
対
応
す
る
に
は
、新
た
に
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
役
員
に
な
ら
れ
た
方
に
地
域
の
課
題
や
そ
の
対
策
が
引
き
継

が
れ
る
仕
組
み
が
必
要
で
、
計
画
を
策
定
す
る
効
果
は
高
い
と

考
え
て
い
る
。
ま
た
、
全
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
で
策
定
さ
れ

た
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
や
取
り
組
み
内
容
が
分
か
り
、
同

じ
課
題
を
持
つ
他
の
地
域
の
参
考
に
も
な
っ
て
い
る
。

※ アピアランスケア
がん治療による外見の変化に対し、患者の苦痛を軽減
するケア。単に変化前の外見に戻すのではなく、自分
らしく生きられるよう、サポートをすること

自由民主党田原市議団

「
活
動
目
的
・
目
標
の
共
有
」「
全
員
参
加
」「
連

帯
意
識
づ
く
り
」
の
実
現
を
念
頭
に
取
り
組
む

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
実
現

す
る
た
め
の
今
後
の
展
開
は

村上  誠
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問 	 渥美半島たはらブランドを含め、今後の地域ブラ
ンド力の向上に向けた取り組みは。

答  新たな取り組みとして渥美半島たはらブランドプ
レミアムの商品開発を行うなど、ブランド力向上
に向けた先導的事業として積極的に取り組みを進
めている。

問 	 地域の人々と多様に関わる関係人口の増加を効果
的に進めていくための、セールス活動の取り組み
は。

答  特産品等の返礼品を通じて市の魅力を全国に発信
する、ふるさと納税制度の活用や、本市の魅力に
触れ、たはらファンになってもらう体験型観光「観
光体験博覧会たはら巡り～な」の企画、その他に
もＳＮＳでの発信や、首都圏でのプロモーション
活動、サーフィンをはじめアウトドアスポーツの
ＰＲなど、市民や事業者等と連携して様々な取り
組みを行っている。

問 	 ふるさと納税制度と体験型観光は本市産業の活性
化にも影響し、工夫次第で効果が大きく変わる取
り組みと考えるが、今後の展開は。

答  ふるさと納税制度は本市と市外の人とをつなぐ重
要なツール。コロナ禍で高まっているマイクロ
ツーリズム需要を捉えるため、市内での体験や宿
泊、飲食などが行える体験型返礼品など、さらに
魅力ある返礼品の拡充を図っていく。また、体験
型観光は、新たな観光資源である伊良湖温泉を結
び付けたウェルネスツーリズムの展開など、観光
客に選ばれる魅力ある旅行商品の造成を図ってい
く。

問 	 定住・移住促進に向けた新たな取り組みは。
答  実証実験的に行う移住希望者への地域滞在支援

や、市街地における民間宅地開発への支援などを
実施し、社会に浸透しつつあるテレワーク移住や、
地方移住の流れを捉えた移住促進、また、土地の
流動化と市街地への定住誘導を図っていく。

地域ブランド力の向上とシティセールスの推進について

実証実験的に移住希望者への地域滞在支援などを実施する

定住・移住促進に向けた新たな取り組みは

問	

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
現
状
と
課
題
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て

い
る
か
。

答 

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
、
小
世
帯
化
な
ど
の
変
化
が
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
各
種
団
体
の
担
い
手
不
足
、
活
動
の
停
滞
を

引
き
起
こ
す
要
因
と
な
っ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。
働
き
方
・

暮
ら
し
方
の
多
様
性
を
認
め
合
い
、
で
き
る
限
り
個
人
の
負
担

を
少
な
く
し
つ
つ
、
人
と
人
と
の
助
け
合
い
を
実
現
す
る
か
が

課
題
と
な
っ
て
い
る
。

問	

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
中
心
と
す
る
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を

実
現
す
る
た
め
に
、
今
後
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
配
慮
し
た
展

開
が
必
要
と
考
え
て
い
る
か
。

答 

連
合
会
が
掲
げ
る「
活
動
目
的・目
標
の
共
有
」「
全
員
参
加
」「
連

帯
意
識
づ
く
り
」の
実
現
を
念
頭
に
、市
民
館
な
ど
の
拠
点
整
備
、

地
区
集
会
所
、
地
域
の
公
園
整
備
や
各
種
行
事
等
へ
の
補
助
金

交
付
、
市
民
館
主
事
、
職
員
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
な
ど
の
人
的

支
援
、
加
え
て
、
地
域
の
負
担
軽
減
に
配
慮
し
た
市
依
頼
業
務

の
見
直
し
な
ど
、
地
域
の
実
情
に
配
慮
し
な
が
ら
改
善
に
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

動画へ
GO

自由民主党田原市議団
岡本  禎稔
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動画へ
GO

動画へ
GO

問 	 医療的ケア児の成長に合わせた切れ目のない支援
体制の取り組み状況は。

答  令和元年9月に田原市医療的ケア児等支援検討会
議を立ち上げ、支援に係る課題や対応策について
意見交換や情報共有を図り、令和2年度には本人
とその家族に寄り添い、必要な支援の調整役を担
う医療的ケア児等コーディネーターを3名配置し、
切れ目のない支援に取り組んでいる。さらに、成
長段階ごとの心身の状況や相談支援内容を記録す
るリレーファイルを活用することも検討してい
る。

問 	 医療的ケア児を持つ家族への支援の現状は。
答  医療機関から医療的ケア児等コーディネーターが

情報提供を受け、入院中から退院後の支援につい
て家族の意向も確認しながら相談支援を行ってい
る。また、必要に応じて保育所や学校に看護師を
配置するなど、安心して子どもを預けることがで
きる環境を確保するよう支援している。

問 	 家族にとっては災害時の対応も心配である。本市
における医療的ケア児を含めた個別避難計画の作
成状況は。

答  本年度から検討を開始したところで、医療的ケア
児も避難行動要支援者として対象者の心身の状
況、居住実態などを踏まえ個別避難計画を作成し
ていく。

問 	 医療的ケア児を持つ家族にとって、田原市第2期
子ども・子育て支援事業計画の基本理念(※)を、
どのように実現するのか。

答  家族の意向を尊重しつつ、医療的ケアが必要な子
どもと必要ない子どもが、共に地域で保育・教育
が受けられる環境整備に一層取り組んでいく。

医療的ケア児に対する支援について

自由民主党田原市議団
内藤  浩

家族の意向を尊重し環境整備に取り組んでいく

医療的ケア児を持つ家族への取り組みは
自由民主党田原市議団 

大竹  正章
長神  隆士
中神  靖典
岡本  禎稔
村上  誠

古川  美栄
太田  由紀夫
仲谷  政弘

森下  田嘉治
内藤  喜久枝
鈴木  和基
内藤  浩

 

市民クラブ

平松  昭徳
赤尾  昌昭

公明党田原市議団

辻  史子

みんなの党愛知

岡本  重明

自由クラブ 

小川  貴夫

「
崋
山
劇
」
と
「
ふ
る
さ
と
教
育
」
に
つ
い
て

問	

劇
を
収
録
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
や
台
本
な
ど
、
崋
山
劇
上
演
実
行
委
員

会
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
資
料
の
活
用
方
法
は
。

答 

図
書
館
な
ど
で
の
閲
覧
や
貸
し
出
し
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
活
用
し
た
上

映
会
等
の
開
催
を
検
討
し
て
い
く
。

問	

渡
辺
崋
山
の
生
き
ざ
ま
を
学
ぶ
こ
と
は
、
本
市
の
ふ
る
さ
と
教

育
に
生
か
せ
る
の
で
は
。

答 

蘭
学
の
研
究
な
ど
で
世
界
情
勢
の
本
質
を
見
抜
く
目
を
養
い
、

日
本
や
田
原
の
将
来
を
強
く
案
じ
た
崋
山
の
生
き
方
を
学
ぶ
こ

と
は
、
ふ
る
さ
と
教
育
に
生
か
せ
る
と
考
え
る
。

問	

崋
山
劇
の
発
信
は
本
市
の
文
化
の
発
信
と
し
て
重
要
と
考
え
る
。

劇
の
市
外
へ
の
発
信
に
は
、
ど
の
よ
う
な
可
能
性
が
あ
る
か
。

答 

劇
を
再
び
上
演
し
発
信
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
る
が
、
劇

を
通
し
て
崋
山
の
こ
と
を
学
ん
だ
人
た
ち
が
、
様
々
な
形
で
発

信
し
て
く
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

※ 田原市第2期子ども・子育て支援事業計画の基本理念
子どもたち自身が笑顔で健やかに育っていく環境づ
くりに取り組む

無派不撓クラブ
廣中  清介

図
書
館
な
ど
で
の
閲
覧
や
貸
し
出
し
、
ま
た
上

映
会
の
開
催
を
検
討
し
て
い
く

崋
山
劇
を
収
録
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
や

台
本
の
活
用
は
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問 	 市内の高等学校への進学傾向は。
答  ここ3年間では、年々市外へ進学する生徒の割合

が増加傾向にある。

問 	 市内3高校の定員割れを防ぐため、市として3校の
ＰＴＡ会長や同窓会長、校長、市の教育関係者を
含め「高校魅力化プロジェクト協議会（仮称）」
を設置してはどうか。

答  市内3高校とは、これまでと同様に今後も情報交
換する機会を持つため、その中で設置の可能性に
ついて研究していきたい。

問 	 市外から入学する高校生への奨学金制度を設けて
は。

答  今のところ考えていないが、高校の状況や県の意
向を踏まえ、助成制度に限らず、市でできる可能
な支援は検討する。

問 	 部活動を参加希望制にすることで、メンバーがそ

小中学校の部活動について

ろわないことがあると思うが、対応策は。
答  可能な限り児童生徒の希望により部活動選択がで

きるよう、他校との合同チーム編成の可否につい
て、今後検討していく。また、男女混合チームや
学校単位ではなくクラブチームでの参加など、各
種大会への参加条件の見直しを検討するよう主催
者側に働きかけていく。

問 	 希望する教員は休日の活動の人材として協力して
もらえるのか。

答  休日の活動については、教員でなく地域の人材が
担うものであるが、教員としての立場ではなく、
地域の一員として協力することは可能である。

問 	 部活動に対する教育長の思いは。
答  教育的意義の大きさは認識しつつも、これまで内

在してきた問題を解決するためには、部活動の在
り方を変えていかなくてはならない。そして、新
しい仕組みは、持続可能なものでなければならな
い。そのためには、多くの方に部活動の現状と今
後の方向性をよく理解してもらうことと、支援・
協力してもらう仕組み作りが重要であると考える。

市内の高等学校との協力体制について

部活動の現状と今後の方向性の理解、支援・協力してもらう
仕組み作りが重要

部活動に対する教育長の考えは

問	

ふ
る
さ
と
教
育
に
お
け
る
取
り
組
み
は
。

答 

学
校
教
育
で
は
、
地
域
の
「
人
・
も
の
・
こ
と
」
と
関
わ
る
学

習
を
展
開
、社
会
教
育
で
は
、文
化
体
験
教
室
や
市
民
カ
レ
ッ
ジ
、

本
市
出
身
の
ス
ポ
ー
ツ
選
手
に
よ
る
教
室
等
を
開
催
。
図
書
館

で
は
地
域
資
料
の
収
集
・
閲
覧
・
貸
し
出
し
や
司
書
が
学
習
を

支
援
す
る
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
業
務
、
博
物
館
で
は
地
域
の
伝
統
・

文
化
・
人
物
等
を
テ
ー
マ
と
し
た
展
覧
会
、
文
化
財
ガ
イ
ド
な

ど
の
啓
発
冊
子
の
発
行
、学
芸
員
に
よ
る
出
前
授
業
な
ど
を
行
っ

て
い
る
。

問	

本
市
が
目
指
す
ふ
る
さ
と
教
育
の
今
後
の
展
望
は
。

答 

ふ
る
さ
と
教
育
は
人
づ
く
り
の
活
動
で
あ
る
と
考
え
、
引
き
続

き
、
郷
土
を
愛
す
る
心
を
育
み
、
自
己
を
確
立
し
、
生
き
抜
く

力
を
つ
け
る
「
ふ
る
さ
と
教
育
」
を
推
進
し
て
い
く
。

動画へ
GO

自由クラブ
小川  貴夫
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動画へ
GO

自由民主党田原市議団
内藤  喜久枝

問 	 農業後継者の確保に向けた今後の取り組みは。
答  国や県の支援制度を活用し、農業後継者の就農を

支援していく。また渥美農業高校との連携や、小
中学生に対する啓発活動などを実施する。

問 	 生産性の高い農地の有効活用として農地の大規模
化が考えられる中で、農業の法人化も一つの方法
であると思うが、市の考えは。

答  大規模化が進む中で、法人化を希望する農家が増
加し、その結果、力のある経営体が育って新たな
雇用が創出されることは、市としても大変望まし
いと考えている。

問 	 労働効率性の向上のため、市はどのようにスマー
ト農業の導入を進めていくのか。

答  地域農業の中心経営体がスマート農業を進める中
で、地域への波及効果が期待される場合は、市独
自の支援策を行っていきたいと考えている。

問 	 農業セーフティネットへの関心が高まっているこ
の時に、補助制度も見据えた収入保険の加入促進

に対する市の考えは。
答  愛知県農業共済組合が行う加入啓発活動に協力

し、加入促進に努めていく。

問 	 新たな社会要求であるカーボンニュートラルにつ
いて、農業分野での取り組みも重要になってくる
と思うが、農業プランの改訂にどのように反映し
て取り組むのか。

答  環境負荷の少ない機器や品種の導入、畜産ふん尿
などの活用、さらなる土づくりの推進などに効果
のある取り組みを農業プランに位置付け、進めて
いきたい。

問 	 農業プランには、コロナ禍による閉塞した状況か
らの早期回復、農業が将来に希望を持ち、魅力的
な農業を継続していくことができる将来像を示す
必要があると思うが、市の考えは。

答  現在の需要動向調査を行うとともに、関係機関、
農業関係者からの意見を集約し、今後の戦略や施
策を計画に位置付け、持続可能な営農環境の実現
が図れるようにしていきたい。

たはら農業プランについて

関係機関、農業関係者からの意見を集約し、今後の戦略などを
計画に位置付ける

コロナ禍からの早期回復など将来像を
示す必要があるのでは

https://www2.city.tahara.aichi.jp/gikai/

議会ホームページで本会議（一般質問）の
映像を見ることができます

パソコン・スマートフォン・タブレット端末で本会
議（一般質問）の映像を見ることができます。

①下のQRコードかアドレスから
アクセス
②視聴したい定例会、日程、議員
を選択

利用方法

https://machiiro.town/lq/aichi_tahara

スマートフォンで議会だよりが読めます
無料アプリ「マチイロ」で「議会だより」をスマー

トフォンでご覧になれます。
簡単な設定を行えば、

議会だよりの発行に合わせ
て通知が届き、移動中など
ちょっとした空き時間にご
覧になれます。ぜひ、ご利用ください。

①下のQRコードかアドレスからアクセス
②「マチイロ」をダウンロード
③個人設定→お住まいの地域を「田原市」に設定

利用
方法
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ここが聞きたい 般一 質 問

田原市議会だより 第84号（2022年4月）

問 	 農業の低収益性など様々な課題解決に向け、積極
的な規制緩和を通じ、地域活性化に結びつける制
度である、農業分野の国家戦略特区に対する本市
の基本的な考え方と取り組み状況は。

答  農業分野を含め新たな動きが生じた際には検討す
べき手法の一つと捉えている。民間事業者を含め
これまで新たに規制緩和等が必要な状況は生じて
いないが、先行事例等の情報収集は継続的に行っ
ている。

問 	 特区制度は新たな農業事業の可能性が見いだせる
制度であるが、制度の活用等に対し、市として啓
発活動を行ったことがあるか。

答  特定事業の募集は愛知県が主体となって行ってお
り、国家戦略特区に関するホームページやパンフ
レットによる周知のほか、特区利用に関するセミ
ナーも毎年開催されている。市は、事業者から相
談があった場合、内容に応じ支援制度の一つとし
て事業の紹介を行っている。

問 	 農地で生産以外の活用を行う場合、農地の転用手
続が必要となるが、特区制度により農地転用に係
る手続を簡略化する手法が見いだせないか。

答  農地転用手続きの簡略化は特区の特例措置のメ
ニューにないため、具体的な計画を示した上で新
たな規制緩和について提案を行い、国で認められ
る必要がある。

問 	 荒廃農地活用に果樹などに併せ、桜や紅葉等を植
え景観維持農地を作り、観光的に活用しようとし
た場合、許認可の手続きが必要か。

答  具体的な計画内容により判断する必要があるが、
観光農園と同様の内容であれば、農地転用の申請
や建築許可などの手続きが必要になるものと想定
される。

まちづくりについて

検討すべき手法の一つと捉え、先行事例等の情報収集を継続的
に行っている

国家戦略特区に対する本市の基本的な
考え方と取り組み状況は

動画へ
GO

みんなの党愛知
岡本  重明

お問い合わせは、お近くの議員か議会事務局まで（☎23-3533）

検索議員とたはらトーク

●一般対象とは

※新型コロナウイルス感染防止のため、
マスクの着用と検温・消毒にご協力
ください。また、入場制限を行う場合
があります。

市民館などで開催します。申し込み不要、
どなたでも参加できます。

●団体対象とは
5名以上で共通の活動をしている市民や
団体であれば、開催をリクエストできます。
お気軽にお申し込みください。

最新情報は
ウェブサイトでご確認ください→
  （団体申し込みもこちらから）
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議
案 

№
2

令
和
3
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
8
号
）

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
臨
時
特
別
給
付
金
支

給
事
業

問	

対
象
の
家
計
急
変
世
帯
と
し
て
見
込
ん

だ
2
3
0
0
世
帯
は
、
ど
の
よ
う
な
基

準
で
算
定
し
た
か
。

答 

子
育
て
世
帯
の
全
国
的
な
家
計
急
変
者

割
合
な
ど
の
指
標
に
よ
る
対
象
者
数
、

相
談
窓
口
の
来
訪
者
数
な
ど
か
ら
見
込

ん
だ
。

問	

家
計
急
変
世
帯
の
方
で
支
給
を
受
け
よ

う
と
す
る
場
合
は
、
自
分
で
申
請
す
る

必
要
が
あ
る
が
、
そ
の
周
知
方
法
は
。

答 

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
へ
の
掲

載
、
市
役
所
の
窓
口
、
社
会
福
祉
協
議

会
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
に
チ
ラ
シ
を
備

え
て
周
知
す
る
。
そ
の
他
、
市
民
か
ら

の
問
い
合
わ
せ
に
答
え
る
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
を
設
け
る
。

子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金
支
給
事

業
（
市
独
自
）

問	

昨
年
12
月
の
定
例
会
と
そ
の
後
の
専
決

処
分
に
よ
り
、
子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時

特
別
給
付
金
の
給
付
が
施
行
さ
れ
た

が
、
今
回
、
市
独
自
で
予
算
を
上
程
し

た
事
業
の
立
案
プ
ロ
セ
ス
は
。

答 

1
月
に
国
か
ら
、
地
域
の
実
情
に
応
じ

て
の
給
付
金
の
支
給
対
象
外
と
さ
れ
た

方
へ
の
支
給
を
検
討
す
る
よ
う
に
と
の

通
知
を
受
け
、
市
内
全
て
の
子
ど
も
に

公
平
に
給
付
金
が
行
き
渡
る
こ
と
が
適

切
で
あ
る
と
考
え
た
。

問	

市
独
自
の
考
え
で
あ
れ
ば
、
大
学
生
な

ど
お
金
の
か
か
る
世
帯
に
支
給
す
る
こ

と
が
必
要
と
考
え
る
が
、
検
討
は
し
た

か
。

答 

今
回
は
、
国
の
臨
時
特
別
給
付
金
の
制

度
に
基
づ
い
た
対
象
者
な
ど
へ
の
支
援

で
あ
り
、
18
歳
以
上
は
、
今
回
の
給
付

金
と
別
の
対
象
者
で
あ
る
た
め
、
そ
れ

ぞ
れ
の
部
署
で
検
討
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。（

1
／
24　
予
算
決
算
委
員
会
）

▪
令
和
4
年
第
1
回
臨
時
議
会
議
案
一
覧

議
案
番
号

市
長
提
出
議
案

1
専
決
処
分
の
承
認
（
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
7
号
））

令
和
3
年
度
補
正
予
算

2
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
8
号
）

　
今
臨
時
会
で
は
、
賛
否
の
分
か
れ
た
議
案
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

このようなことが決まりました
令和4年 第1回 臨時会（１月24日）

市内全ての子どもに給付できるよう迅速に支給しました。

議案第2号　令和3年度一般会計補正予算（第8号）

子育て世帯への臨時特別給付金等の
補正予算を可決しました

主
な
質
疑

議案等を審議し、
議会の最終意思を決定

本会議

委員会

議決された
議案は市長に送付

議決

市だけで解決
できない問題を
国などへ提出

意見書

市長や議員が
議会に提出する

案件

議案
議
案

議
案

意
見
書

市民が市や国に
要望すること

請願・陳情

市
議
会
の

仕
組
み

原案
可決

請願・陳情
報告 付託
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お知らせ　information

5/29 30 31 6/1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 7/1 2

令和 4年第 2回定例会（6月定例会）会期
6月9日 ( 木 ) ～ 6月 23日 ( 木 )

日 月 火 水 木 金 土

開会時刻は１０時です。（６月１６日の総務産業委員会は１３時３０分）
※日程および時間は、変更になる場合があります。

マークの日に、一般質問の映像をケーブルテレビ・インターネットで中継していますので、ぜひご覧ください。
本会議・委員会は、誰でも傍聴できます。（感染症対策をお願いします）

本会議
(議案審議)

本会議
（一般質問）

文教厚生委員会
総務産業委員会

予算決算委員会

議会運営委員会 本会議
（採決等）

1月8日
田原市消防出初式

3月23日
総務産業委員会市内視察

はなのき広場で行われた消防出初式に出
席し、消防団員を激励しました。

4月から稼働の伊良湖温泉スタンドについ
て説明を受けました。

1月9日
成人式

3月26日
伊良湖温泉交流サミット

田原市総合体育館・渥美文化会館で開催
された成人式に議長・副議長が出席し、
新成人に激励の言葉を送りました。

温泉による地域活性化のための伊良湖温
泉交流サミットと情報交換会に参加しま
した。

1月20日
議員研修

3月27日
あかばねこども園竣工式

今後の防災を考える一環として「地形・
地質から見た渥美半島の過去の地震・津
波災害」について学びました。

あかばねこども園竣工式に出席しました。

議
会
の
活
動

議
会
の
活
動
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※財源確保のため、有料広告として掲載しています。広告については、田原市議会が推奨するものではありません。

パートさん
しその葉の摘み取り作業

しその葉の結束・パック詰め

（応募）まずはお気軽にお電話ください。

内職さん
募
集

TEL 0531-37-0447
（有）前田園芸 田原市江比間町二字郷中45

自宅：TEL0531-37-0447

パートさん
内職さん
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Vol.33
清
田
・
福
江
校
区
ま
ち
づ
く
り

推
進
協
議
会
の
皆
さ
ん

｜
｜

つ
る
し
飾
り
の
始
ま
り
は
？

　
平
成
25
年
の
夏
、
景
観
ま
ち
づ
く
り
の
視
察
で
岐
阜
県
の
恵
那

市
岩
村
町
を
訪
れ
た
時
、ま
ち
の
統
一
感
を
感
じ
る
風
景
を
見
て
、

福
江
の
ま
ち
で
も
多
く
の
人
に
散
策
な
ど
で
楽
し
ん
で
も
ら
い
、

ま
ち
を
活
性
化
で
き
な
い
か
と
取
り
組
み
ま
し
た
。

｜
｜

つ
る
し
飾
り
に
つ
い
て
は
？

　
毎
年
2
月
か
ら
福
江
地
区
の
免
々
田
川
で
開
催
さ
れ
る
、
渥
美

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
主
催
の
「
菜
の
花
・
桜
ま
つ
り
」
に
合
わ
せ

て
「
福
江
＊
つ
る
し
飾
り
ロ
ー
ド
」
と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
開
催
に
向
け
て
清
田
小
学
校
・
福
江
小
学
校
・
福
江
中
学
校
の

児
童
、
生
徒
た
ち
が
「
田
原
市
の
自
慢
や
そ
の
年
の
出
来
事
」
を

テ
ー
マ
に
、
紙
粘
土
で
作
っ
た
飾

り
に
ア
ク
リ
ル
絵
の
具
で
色
付
け

を
行
い
、
福
江
保
育
園
の
園
児
に

は
紙
コ
ッ
プ
に
色
柄
付
き
の
折
り

紙
を
巻
き
付
け
、
渥
美
半
島
に
ち

な
ん
だ
つ
る
し
飾
り
を
作
り
ま
し

た
。

　

ま
た
個
々
の
家
や
店
舗
に
は
、

河
津
桜
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
真
っ
赤

な
の
れ
ん
と
と
も
に
店
先
に
飾
り

付
け
て
い
ま
す
。

｜
｜

「
福
江
＊
つ
る
し
飾
り
ロ
ー
ド
」
へ
の
取
り
組
み
は
？

　
平
成
28
年
度
都
市
景
観
大
賞
の
景
観
ま
ち
づ
く
り
活
動
・
教
育

部
門
で
、「
福
江
＊
つ
る
し
飾
り
ロ
ー
ド
」
が
大
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　
今
年
は
、
免
々
田
川
沿
い
の

菜
の
花
と
河
津
桜
の
イ
メ
ー
ジ

で
ピ
ン
ク
色
の
シ
レ
ネ
・
ピ
ン

ク
パ
ン
サ
ー
を
プ
ラ
ン
タ
ー
に

植
え
、
福
江
中
学
校
の
園
芸
部

と
ド
リ
ー
ム
の
会
の
協
力
を
得

て
、
つ
る
し
飾
り
の
沿
道
に
に

ぎ
わ
い
を
出
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
の
魅
力
を
ま
と

め
た
「
福
江
・
清
田　
見
ど
こ

ろ
＆
美
味
し
ん
ぼ
う
散
歩
マ
ッ

プ
」
で
、
つ
る
し
飾
り
や
ひ
な

人
形
を
設
置
す
る
場
所
や
、
飲

食
店
の
案
内
な
ど
を
地
元
の
福

江
中
学
校
の
生
徒
が
協
力
し
紹

介
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
福

江
の
ま
ち
な
か
を
散
策
し
て
く

だ
さ
い
。

｜
｜

今
後
に
望
む
こ
と
は
？

　
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
地
域
に
関
わ
る
こ
と
で
地
域
の

良
さ
を
知
り
、
自
分
の
ま
ち
を
誇
り
に
思
え
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

（
聞
き
手
：
内
藤　
浩
）
令
和
４
年
３
月
取
材


